プロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」でプログラミング実習をしよう②
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前回の振り返り
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自動的に生成された説明]
　今回も、Monaca Educationのプロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」を使って、プログラミングを学びます。
　お手本に従ってプログラムのファイルを編集し、元のプログラムとは違った動作をするようにしてみます。
　途中、前回も扱った「条件分岐」について、JavaScriptの文法とともに学びます。

1. Monaca EducationにWebサイトにアクセスする
　最初に、Monaca Educationにログインします。Webブラウザ（ChromeまたはEdge、Safari）を起動して、次のURLにアクセスしてください。
	https://edu.monaca.io/
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自動的に生成された説明]
2. Monaca Educationにログインする　　
表示された画面の右上にある、「ログイン」ボタンをクリックします。Webブラウザの別のタブが開き、ログイン画面が表示されます。
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自動的に生成された説明]
　入力モードを半角英数にしてから、ログイン画面に、事前に渡されたユーザーID（メールアドレス）、パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。数字の１と小文字のl（エル）、大文字のI（アイ）など、形が似た文字を間違えないように注意しましょう。
　ログインに成功すると、ダッシュボード画面が表示されます。ダッシュボード画面には、前回インポートしたプロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」が表示されているはずです。

3. 前回インポートした旅行先チャート（JavaScript版）プロジェクトを開く　　
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自動的に生成された説明]
　ダッシュボードの中から、プロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」をクリックして選択します（※プロジェクト名の背景が水色に変わります）。
　すると画面中央・右の表示が次のように切り替わるので、「クラウドIDEで開く」ボタンが表示されるので、クリックして、IDE（統合開発環境）で開きます。



4. カスタマイズ実習
　プロジェクト「旅行先チャート（JavaScript版）」を、カスタマイズしてみましょう。
　ファイルを編集して、保存し、表示や動作が変わることを確かめながら、プログラミングを学習していきましょう。
　
カスタマイズ実習①旅行先チャート（JavaScript版）の条件の判定式を変えてみよう
旅行先チャート（JavaScript版）では、ユーザーに"1"、"2"のような数字を入力させていました。
これを、英字"s"を受け付けるようにしてみましょう。
※数字よりも、英字の方が、意味のある単語と関連付けやすく、ユーザーの使いやすさにつながる場合があります。この例では、"1"の代わりに自然（Sizen）にしてみ用というわけです。

フォルダjsの中のファイルmain.jsを開き、41行目を変更します。
（変更前）
	if ( a1 == "1" ) {     // 1:自然


（変更後）
	if ( a1 == "s" ) {     // 1:自然


編集する際には、次の点に注意してください。
· 文字sを、二重引用符（" "）で囲むのを忘れないでください。
· 半角文字のsと、全角文字のs、小文字のsと大文字のSは区別されます。自分が何を入力しているか注意しながら編集してください。

この部分は、ifというキーワードに、小かっこ()が続いています。小かっこの中には、条件を判定する式が書いてあります。
上の断片は、それぞれ「変数a1の値は、"1"（文字列の１）と等しいか」、「変数a1の値は、"s"（文字列のs）と等しいか」を判定して、等しければ、続く中かっこ { ... } の中の処理を実行する、という意味になります。
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動作を確認する
編集したファイルを保存した上で、旅行先チャート（JavaScript版）を実行して、カスタマイズの結果を確認しましょう。

【１つ目の質問に、「s」を入力した場合】
「s:素晴らしい自然を見に行こう」というメッセージが表示されます。

【１つ目の質問に、「1」を入力した場合】
これは、カスタマイズ前のプログラムなら、「1: 素晴らしい自然を見に行こう」というメッセージが表示されるところです。
今回の修正を、正しく行えていたら、「１、２、３以外が入力されました。終了します。」というメッセージが表示されます。
※動作しているプログラムをカスタマイズしたら、「カスタマイズした意図の通りに動作するかどうか」を確認するほか、「他の動作に影響がないか」を確認することを勧めます。


カスタマイズ実習②旅行先チャート（JavaScript版）の選択肢を増やしてみよう
旅行先チャートの最初の質問には、"１"、"２"、"３"のいずれかで回答するようになっていました。３つの選択肢から１つ選ぶかたちです。

これを、４つの選択肢から１つ選ぶようにしてみましょう。
以下の例では、４つ目の選択肢として、「川」を追加します。


"4"を入力してOKボタンをクリックしたら、次のように表示するものとします。



実現するためには、フォルダjsのファイルmain.jsについて、次の3点を編集します。

①最初の質問に表示する選択肢を追加する（18行目）
②最初の質問の答えへの応答を追加する（22行目）
③条件分岐を追加する（50行目前後）

3点のそれぞれについて、詳しく見ていきましょう。

①最初の質問に表示する選択肢を追加する（18行目）
２つ目の質問の文章の末尾に、「4:川」を追加します。
	let q1_1 = "出かけるなら、どこ？ 1:山 2:湖 3:海 4:川";


これで、関数prompt()で表示される文章が変更されます。

②最初の質問の答えへの応答を追加する（22行目）
２つ目の質問に対する応答に対応するメッセージを追加します。
	let a1_1_4 = "川に行って渓流下りを楽しもう";
let a1_1_o = "山、湖、海、川以外のどこかへ行こう";


「"1"、"２"、"３"と、それ以外」の４つのメッセージに、"4"の場合を追加します。if-else if-elseの構造に合わせて、それ以外（※変数名は、Otherから、a1_1_oとしました）の上に変数a1_1_4を追加しています。

③条件分岐を追加する（50行目前後）
「変数a2の値が"4"と等しければ」という分岐を追加します。
	else if ( a2 == "4" ) { 
  showMessage( a2 + ":" + a1_1_4);
}


という行のかたまりを追加するのですが、どこでも良いわけではありません。
else if ()は、ifよりも後で、elseよりも前になければいけません。
	    // 2つ目の質問
    a2 = prompt( q1_1 );
    # 結果画面に質問を表示する
    writeContent("<p class='question'>" + q1_1 + "</p>");
    # 2つ目の質問の答えによる条件分岐
    if ( a2 == "1") {
        showMessage( a2 + ":" + a1_1_1 );
    } else if ( a2 == "2" ) {
        showMessage( a2 + ":" + a1_1_2 );
    } else if ( a2 == "3" ) {
        showMessage( a2 + ":" + a1_1_3 );
    } else if (a2 == "4") {
        showMessage( a2 + ":" + a1_1_4 );
    } else {
        showMessage( a1_1_o )
    }





フローチャートは次のようになります。
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編集が終わったら、ファイルを保存して、プログラムの動作を確認してみてください。



if-else if-elseによる条件分岐
「条件分岐（じょうけんぶんき）」は、プログラムの基本的な制御構造の一つです。
条件分岐構造を使うと、特定の条件が真（True）か偽（False）かによって、プログラムの動作する順序や道筋を変えることができます。
プログラム言語ごとに様々な書き方（文法）が決められていますが、JavaScript言語での条件分岐の書き方の一つにif - else if - else文があります。
フローチャートと対応させながら、どんな仕組みなのか、どのようなルール（文法）に従って書かなければならないか、確認してください。
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中程度の精度で自動的に生成された説明]
· 使用するキーワードは、if, else if, elseです。全て小文字です。
· 先頭にifを書きます。続いて小カッコ ( ) を書き、小カッコの中に条件式を書きます。
· 条件式とは、値を比較したり、論理演算したりすることで、真（True）または偽（False）の結果が得られる式のことです。旅行先チャート（JavaScript版）アプリの中では、「変数a1の値が"1"と等しいか」を計算している a1 == "1" のような式が条件式です。
· 旅行先チャートの、最初の条件分岐の条件式（a1 == "1"）で、記号=が二つ続いていることに注意しましょう。JavaScript言語では、記号=が１つの場合は、左辺の変数への代入を意味します。記号=が２つ並ぶ場合は、「左辺と右辺が等しいか調べ、等しければ真」という比較を行うという意味になります。
· 先頭のifの条件式の判定の結果が偽（False）だったときに、さらに条件分岐をさせたい場合、else if (条件式) の記述をします。
· else if (条件式) は、必要なだけ、複数記述できます。上の例では、２つelse if (条件式)を記述しています。
· ifの後ろ、else ifがあるならelse ifの後ろに、elseが書けます。elseは、そこまでに書かれている条件式の全ての結果が偽（False）だった場合に実行する処理を決めます。
· if, else if, elseの後ろには、それぞれ中カッコ { } で複数の処理を囲むことができます。条件式が真（True）だったとき、中カッコの中身の一連の処理が実行されます。

比較演算
キーワードif、else ifの後ろに続く小かっこ( )の中には、条件判定を行う式（真か偽かを返す式）を書きます。
条件判定の式を書く方法はいくつかありますが、ここで紹介するのは、比較演算を使う方法です。
比較演算は、演算子の記号の左右の値を比較する演算です。下の表のような比較演算があります。
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低い精度で自動的に生成された説明]



（オプション）作品制作　
Webサイトから素材を得て、様々なアプリケーションを作ることができます。
「旅行先チャート（JavaScript版）」アプリの基本的な構造（HTML, CSS, JavaScript）はそのままに、さまざまなチャートアプリが作れます。
まず最初に、チャートのテーマを決めましょう。
続いて、質問文と選択肢、選択肢を選択したユーザーに示すメッセージなどを考えます。
条件分岐によるチャートアプリを作る際には、プログラミングを始める前に、簡単な設計をしておくことを勧めます。

旅行先チャートの構造を使う場合、下記の表を埋めて、変数名と値、分岐の結果を整理することができます。
[image: テーブル

自動的に生成された説明]
旅行先チャート（JavaScript版）をもう１つインポートすれば、それを改造していくことで制作することもできます。
制作したアプリは、Monaca EducationのWeb共有機能で、他の人に公開することができます。
詳しくは、補足資料を参照してください。
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